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of Drainage Net Composition) J の発表に始まる。こうして幕下が開けられた定設的河川北~Jr~学
は，その後も災iJIによってこの法則を鍛えんしようとする実統的研究と，水系発迷過殺をよそデル








































般に成り立つというものである O このときRbを分1皮比といい，この怖がその水系網の 1つの特
性を表すことになるわけである O これを求めるに|取して，本報告の場合j主意すべきは，先の次数
~Ijメッシュ数が，ぞのまま次数別の水路数にならない点である。|河次数のメッシュがいくつあっ





XL川 iが成り立つというもので， R 1を水路j乏よじという。 L，"は υ次のメッシュについて，東
商南北4方向のものは50m，それ以外の 4方向のものは50mXv2の長さを持つとして累加し，
N，" 1:"割ったものとした。第3i去則はω次の水路の均勾配S仰についてS川 i口 l/RsXSω 





























勾配を !Jt~加し， Nωで割った。第4法WJはtυ次の*路の平均集水I剖獄AωについてA川口沢 aX
Aw7;{JlX:り立つというものでRaを集*fm桜比という。 Aωは，先の次数日Ijメッシュ数X2500 rfを
N"で割った。第5法則は ω次の水路の平均起伏最(線高差) Zωについて Zω十l口 RrXZωカf
成り立つというものでRrを起伏最上ヒという。 Z仰の計算は水路擦と水路顕の標高の殺を先のデー
タベースから求め，次数ごとに探加しNw'"Z割ったが少し1時間がかかった。なおこれらN川 Lω， 
S川 Aw，Zωの計算依は，対象流域i"5次のある地点で限切った (2，2.2参照)ことから 4次
までが信頼できる。そこで5つのよじに関しては 3つの偵の平均で‘求めた。
2 ) 対象流域の概況
本報告では源流域の'-11から 8流域をどックアップし，5 ft法J去ミ持郎Ijに対L志芯する 5つの水系網特-1悦i性立設:1嫡|白を
それぞ
のj近止いものをj選i護5ぷ w】一.ヅブ方j， f位立誼や流域!内j付すの{傾頃斜分布状iJ況兄1に2漣史3興耳があることを考え，まず由良川流域
について， J二流域から上谷， -1"谷を中流域から大谷，七 N説替をそしてで流域から赤~I奇鴻容を選ん

















2001 千均額1I 1 20 平均語1 li 
躍高E 8l 庫高差 13 
メ 150 平均!!高 H2 メ 150 手持謀高 16¥ 
心Y $会〆， 
a叩t父 10 蹴 10
50 
陶 5 -10 崎 15 -20 耐 25 附 30 崎 35 -40 崎将桶 50 -5 均 10 魁 15 陶 20 句 25 幅30 耐 35 -純-45 崎 50
1tJ(ijHI (.. ') 10'161斗 E・3
250 250 
火守主 七持活谷
2001 千均語1 20 20 平均臨1I 21 語高差 31 在高差 35l 
メ 150
平均控高 1H 
メ 150 平均韓高 123 
M z， ν 急，
観院ぷ文悲 10 出Ii10 
50 50 
他 s旬 10 -15 -20 ・25 句 30 均 35 -40 -45 均 50 -5 -10 剛 15 均 20 ・25 -30 -35 ‘40 -45 ‘50 
il;tll1¥n (~ ) ~t;(.(0I1l- (凶〉
250 250 
訪d寿日目谷 I付杉谷
2001 平均括1 20 20 平均幅員 20 
語高~ m 意高~ 361 
メ 150 平均糧自 65 メ 150 平均陸自 621 
t，a 2， p 
'-' 
蹴 10 蝉品( 10 叫
50 
備 E 均 10 ‘15 -20 陶 25 地 30 -35 均 40 崎 45 地 50 同 s‘10 地 15 均 20 崎 25 均 30 ・35・40 -15 -50 
1'tt{6vt (・ 3 fVUI.1~ C ) 
250 250 
'1'ツボ谷 坂谷
2001 平均需品 Il 20 平均曲目 1 
腰高産 21 車高1 2lI 
〆 150 干時語高 105 メ 150 干同位高 61 
ν v 志Y




‘s句 10 -15 噌 2自幅25・30 陶 35 -10 ‘15 幅50 -. ・10 帥 15 均 20 ‘25 僧 30 -35 ‘40 崎 1. 町 .0









(R s) • 1，f~7J<Iliîfi'tkt (R a) 











































(m) (' ) (ha) 
329 98.33 11.95 0.42 
52 164.81 10.62 3.37 
12 319.17 10.42 15.98 
3 410.00 9百6 65.83 








































































































































































































































































分紋比 7l<.路氏比 勾配上ヒ Jj~水間絞Jt )凶犬没比
Rb Rl Rs Ra Rr・
4.89 1.63 1.06 5.64 0.88 
4.70 1.88 1.08 5.33 1.37 
5.51 2.22 1.02 6.24 1.79 
4.55 2.31 l.02 5.23 1.64 
4.63 1.67 1.06 5.23 1.30 
5.21 1.57 1.07 6.35 l.35 
5.ll 2.18 1.27 5.70 1.37 
4.61 1.75 l.02 5.34 1.37 
4.91 1.90 1.08 5.6:1 l.38 
谷と植を異にしているのが目立つ。また，水路長比については 2 に泣い偵を~ることが経験的
に知られているが，，)今閣の結:!if~はそれと合致するものとなった。
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Resume 
Complicated operations are requested for making a complete channel net from digital 
terrain model (DTM). The authors realized the man-machine system of making easily a 
channel net on a personal computer from DTM of 50m grid under the utilization of ridgelines 
and main river-lines data added by digitizer. By this system we completed a channel net of a 
source area of Yura馳river(4800ha)which contained Ashiu Experimental Forest. We clarified 
features of drainage from this channel net by HortorトStrahlermethod. A clear difference日
were not detect♀d in biffucation ratio， ratio of channel length， ratio of channel slope， area 
ratio and fal ratio among eight drainage basins of different slope distribution， which we 
chose from fifth order basin. It is considered slope gradient litle affects drainag・egeometry. 
Otherwise， itshould be noticed the channel slope 01' each order shows the tendency of 
constant value except only one basin， compared with results of the constant fal ratio of 
channel reporωd in general. It might be 1'eatures 01' river geometry in a source area under 
young stage of geomorphological evolution. 
